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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 9月 27日 (2007.9.27)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ア イ ポ イ ン ト 側 よ り 順 に 、 ア イ ポ イ ン ト 側 に 凹 面 を 向 け た 負 の メ ニ ス カ ス レ ン ズ を 有 し
、 負 の 屈 折 力 の 第 １ レ ン ズ 群 と 、 両 凸 レ ン ズ を 有 す る 正 の 屈 折 力 の 第 ２ レ ン ズ 群 と 、 負 レ
ン ズ を 有 す る 負 の 屈 折 力 の 第 ３ レ ン ズ 群 と を 有 し 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 を 光 軸 に 沿 っ て 移 動
さ せ る こ と に よ っ て 視 度 を 変 化 さ せ る こ と が 可 能 な 接 眼 レ ン ズ に お い て 、
　 前 記 第 １ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 を ｆ １ と し 、 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 を ｆ ３ と し 、 前
記 第 ３ レ ン ズ 群 の 形 状 因 子 を Ｓ ３ と し た と き （ 但 し 、 前 記 形 状 因 子 Ｓ ３ は 、 前 記 第 ３ レ ン
ズ 群 の ア イ ポ イ ン ト 側 面 の 曲 率 半 径 を ｒ ｅ ３ と し 、 物 体 側 の 面 の 曲 率 半 径 を ｒ ｓ ３ と し た
と き 、 Ｓ ３ ＝ （ ｒ ｅ ３ ＋ ｒ ｓ ３ ） ／ （ ｒ ｅ ３ － ｒ ｓ ３ ） の 条 件 式 で 定 義 さ れ る も の で あ り
、 ま た そ の 面 が 非 球 面 の 場 合 は 近 軸 曲 率 半 径 で 計 算 す る ） 、 次 式 、
　 １ ． ６  ＜ ｆ １ ／ ｆ ３ ＜ ２ ． ５
　 － ０ ． ５ ５ ＜ Ｓ ３ ≦ ０
の 条 件 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 接 眼 レ ン ズ 。
【 請 求 項 ２ 】
　

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 接 眼 レ ン ズ 。
【 請 求 項 ３ 】
　

【 請 求 項 ４ 】

前 記 両 凸 レ ン ズ の 少 な く と も 一 方 の 面 を 光 軸 か ら 離 れ る に し た が っ て 正 の 屈 折 力 が 弱 ま
る よ う な 非 球 面 で 構 成 す る

前 記 第 １ レ ン ズ 群 の 形 状 因 子 Ｓ １ と し た と き （ 但 し 、 前 記 形 状 因 子 Ｓ １ は 、 前 記 第 １ レ
ン ズ 群 の ア イ ポ イ ン ト 側 面 の 曲 率 半 径 を ｒ ｅ １ と し 、 物 体 側 の 面 の 曲 率 半 径 を ｒ ｓ １ と し
た と き 、 Ｓ １ ＝ （ ｒ ｅ １ ＋ ｒ ｓ １ ） ／ （ ｒ ｅ １ － ｒ ｓ １ ） の 条 件 式 で 定 義 さ れ る も の で あ
り 、 ま た そ の 面 が 非 球 面 の 場 合 は 近 軸 曲 率 半 径 で 計 算 す る ） 、 次 式 、
　 Ｓ １ ＜ － ３ ． ０
の 条 件 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 接 眼 レ ン ズ 。

　 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 の 形 状 因 子 を Ｓ ３ と し た と き （ 但 し 、 前 記 形 状 因 子 Ｓ ３ は 、 前 記 第 ３
レ ン ズ 群 の ア イ ポ イ ン ト 側 面 の 曲 率 半 径 を ｒ ｅ ３ と し 、 物 体 側 の 面 の 曲 率 半 径 を ｒ ｓ ３ と
し た と き 、 Ｓ ３ ＝ （ ｒ ｅ ３ ＋ ｒ ｓ ３ ） ／ （ ｒ ｅ ３ － ｒ ｓ ３ ） の 条 件 式 で 定 義 さ れ る も の で



【 請 求 項 ５ 】
　

【 請 求 項 ６ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め 、 は 、 ア イ ポ イ ン ト 側 よ り
順 に 、 ア イ ポ イ ン ト 側 に 凹 面 を 向 け た 負 の メ ニ ス カ ス レ ン ズ を 有 し 、 負 の 屈 折 力 の 第 １ レ
ン ズ 群 と 、 両 凸 レ ン ズ を 有 す る 正 の 屈 折 力 の 第 ２ レ ン ズ 群 と 、 負 レ ン ズ を 有 す る 負 の 屈 折
力 の 第 ３ レ ン ズ 群 と を 有 し 、 前 記 第 ２ レ ン ズ 群 を 光 軸 に 沿 っ て 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 視
度 を 変 化 さ せ る こ と が 可 能 な 接 眼 レ ン ズ に お い て 、 前 記 両 凸 レ ン ズ の 少 な く と も 一 方 の 面
を 光 軸 か ら 離 れ る に し た が っ て 正 の 屈 折 力 が 弱 ま る よ う な 非 球 面 で 構 成 す る と と も に 、 前
記 第 １ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 を ｆ １ と し 、 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 を ｆ ３ と し 、 前 記 第
３ レ ン ズ 群 の 形 状 因 子 を Ｓ ３ と し た と き （ 但 し 、 前 記 形 状 因 子 Ｓ ３ は 、 前 記 第 ３ レ ン ズ 群
の ア イ ポ イ ン ト 側 面 の 曲 率 半 径 を ｒ ｅ ３ と し 、 物 体 側 の 面 の 曲 率 半 径 を ｒ ｓ ３ と し た と き
、 Ｓ ３ ＝ （ ｒ ｅ ３ ＋ ｒ ｓ ３ ） ／ （ ｒ ｅ ３ － ｒ ｓ ３ ） の 条 件 式 で 定 義 さ れ る も の で あ り 、 ま
た そ の 面 が 非 球 面 の 場 合 は 近 軸 曲 率 半 径 で 計 算 す る ） 、 次 式 、 １ ． ６ ＜ ｆ １ ／ ｆ ３ ＜ ２ ．
５ 、 及 び 、 － ０ ． ５ ５ ＜ Ｓ ３ ≦ ０ の 条 件 を 満 足 す る

。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　

前 記 第 １ レ ン ズ 群 の 形 状 因 子 Ｓ １ と し た と き （ 但 し 、 前 記 形 状 因 子 Ｓ １ は 、 前 記 第 １
レ ン ズ 群 の ア イ ポ イ ン ト 側 面 の 曲 率 半 径 を ｒ ｅ １ と し 、 物 体 側 の 面 の 曲 率 半 径 を ｒ ｓ １ と
し た と き 、 Ｓ １ ＝ （ ｒ ｅ １ ＋ ｒ ｓ １ ） ／ （ ｒ ｅ １ － ｒ ｓ １ ） の 条 件 式 で 定 義 さ れ る も の で
あ り 、 ま た そ の 面 が 非 球 面 の 場 合 は 近 軸 曲 率 半 径 で 計 算 す る ） 、 次 式 、 Ｓ １ ＜ － ３ ． ０ の
条 件 を 満 足 す る
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あ り 、 ま た そ の 面 が 非 球 面 の 場 合 は 近 軸 曲 率 半 径 で 計 算 す る ） 、 次 式 、
　 － ０ ． ３ ５ ≦ Ｓ ３ ≦ ０
の 条 件 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 接 眼 レ ン
ズ 。

前 記 第 １ レ ン ズ 群 は 非 球 面 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か １
項 に 記 載 の 接 眼 レ ン ズ 。

前 記 第 ３ レ ン ズ 群 は 非 球 面 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ５ の い ず れ か １
項 に 記 載 の 接 眼 レ ン ズ 。

請 求 項 １ に 記 載 の 接 眼 レ ン ズ

こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ２ に 記 載 の
接 眼 レ ン ズ は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 接 眼 レ ン ズ に お い て 、 前 記 両 凸 レ ン ズ の 少 な く と も 一 方
の 面 を 光 軸 か ら 離 れ る に し た が っ て 正 の 屈 折 力 が 弱 ま る よ う な 非 球 面 で 構 成 す る こ と を 特
徴 と す る

請 求 項 ３ に 記 載 の 接 眼 レ ン ズ は 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 接 眼 レ ン ズ に お い て
、 を

こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ４ に 記 載 の 接 眼 レ ン ズ は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３
の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 接 眼 レ ン ズ に お い て 、 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 の 形 状 因 子 を Ｓ ３ と し た
と き （ 但 し 、 前 記 形 状 因 子 Ｓ ３ は 、 前 記 第 ３ レ ン ズ 群 の ア イ ポ イ ン ト 側 面 の 曲 率 半 径 を ｒ
ｅ ３ と し 、 物 体 側 の 面 の 曲 率 半 径 を ｒ ｓ ３ と し た と き 、 Ｓ ３ ＝ （ ｒ ｅ ３ ＋ ｒ ｓ ３ ） ／ （ ｒ
ｅ ３ － ｒ ｓ ３ ） の 条 件 式 で 定 義 さ れ る も の で あ り 、 ま た そ の 面 が 非 球 面 の 場 合 は 近 軸 曲 率
半 径 で 計 算 す る ） 、 次 式 、 － ０ ． ３ ５ ≦ Ｓ ３ ≦ ０ の 条 件 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 。 請
求 項 ５ に 記 載 の 接 眼 レ ン ズ は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 接 眼 レ ン ズ に
お い て 、 前 記 第 １ レ ン ズ 群 は 非 球 面 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ６ に 記 載 の 接 眼 レ



【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 は そ れ ぞ れ 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に お い て 、 視 度 が － ２ ． ０ ７ ［ ｍ
－ １ ］ 時 の 諸 収 差 図 、 視 度 が － １ ． ０ ０ ［ ｍ － １ ］ 時 の 諸 収 差 図 及 び 視 度 が １ ． ０ ５ ［ ｍ
－ １ ］ の 時 の 諸 収 差 図 で あ る 。 各 諸 収 差 図 は 左 か ら 順 に 、 球 面 収 差 、 非 点 収 差 、 コ マ 収 差
、 歪 曲 収 差 を 示 し て い る 。 ま た 、 Ｙ １ は 正 立 系 Ｐ へ の 光 線 の 入 射 高 さ 、 Ｙ ０ は 焦 点 面 Ｓ 上
で の 物 体 高 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。 非 点 収 差 に お け る 、 実 線 は サ ジ タ ル 像 面 を 示 し 、 破 線
は メ リ デ ィ オ ナ ル 像 面 を 示 し て い る 。 コ マ 収 差 に お け る ｍ ｉ ｎ は 角 度 単 位 の 分 を 示 し て い
る 。 ま た 、 球 面 収 差 と 非 点 収 差 の 横 軸 の 単 位 は ［ ｍ － １ ］ で あ り 、 図 中 で は 「 Ｄ 」 で 表 し
て い る 。 ま た 、 図 中 の Ｃ ， Ｆ ， Ｄ は 、 そ れ ぞ れ Ｃ 線 （ ６ ５ ６ ． ２ ８ ｎ ｍ ） ， Ｆ 線 （ ４ ８ ６
． １ ３ ｎ ｍ ） ， ｄ 線 （ ５ ８ ７ ． ５ ６ ｎ ｍ ） で の 収 差 曲 線 を 示 し て い る 。 以 上 の 収 差 図 の 説
明 は 、 他 の 実 施 例 に お い て も 同 様 で あ る 。
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ン ズ は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 接 眼 レ ン ズ に お い て 、 前 記 第 ３ レ ン
ズ 群 は 非 球 面 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。

図 ３ 、 図 ４ 及 び 図 ５
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